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景景
気気
拡拡
大大
でで
、、内内
定定
率率
はは

引引
きき
続続
きき
上上
昇昇
傾傾
向向

大
卒
者
の
う
ち
就
職
を
希
望
す
る
人

の
内
定
率
は
、
過
去
５
年
間
、
一
貫
し

て
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
、
２
０

０
６
年
３
月
卒
業
者
の
就
職
内
定
率
の

伸
び
は
顕
著
で
、
大
卒
の
就
職
者
数
は

過
去
最
高
の
35
万
６
０
０
０
人
を
記
録

し
た
。
07
年
３
月
卒
業
者
の
最
終
内
定

率
は
現
時
点
で
は
不
明
だ
が
、
２
月
１

日
現
在
で
の
数
値
を
見
る
限
り
で
は
、

前
年
同
期
を
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
お
り
、
最
終
的
に
は
、
就
職
希
望
者

の
ほ
と
ん
ど
が
就
職
を
果
た
せ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

07
年
２
月
１
日
現
在
の
就
職
内
定
率

は
全
体
で
87
・
７
％
、
男
女
別
に
見
る

と
男
子
は
88
・
５
％
で
対
前
年
比
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
。
女
子
は
86
・

８
％
と
や
や
低
い
が
、
伸
び
率
で
は
前

年
同
期
比
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
と
男
子

を
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
卒
者
の
就
職
状
況

が
好
転
し
て
い
る
背
景
に
は
、
景
気
拡

大
が
継
続
し
て
労
働
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
団
塊
世
代

の
退
職
は
07
年
度
に
本
格
化
す
る
。
景

気
が
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
な
ら

ば
、
08
年
３
月
卒
業
者
の
就
職
状
況
は

さ
ら
に
明
る
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

先先輩輩たたちちのの就就職職状状況況

最最
もも
重重
視視
ささ
れれ
るる
のの
はは

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
能能
力力

厚
生
労
働
省
が
平
成
16
年
１
月
に
発

表
し
た
「
若
年
者
の
就
職
能
力
に
関
す

る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
大
学
卒
レ

ベ
ル
の
事
務
系
・
営
業
系
職
種
を
採
用

す
る
際
に
重
視
す
る
能
力
は
、
上
位
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
基
礎

学
力
、
責
任
感
、
積
極
性
・
外
向
性
、

資
格
取
得
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

相
手
の
話
を
よ

く
聞
い
て
正
し
く
理

解
す
る「
聞
く
能
力
」

と
、
自
分
の
意
志
を

わ
か
り
や
す
く
伝

え
、
と
き
に
は
相
手

を
説
得
す
る
「
話
す

能
力
」
が
欠
か
せ
な

い
わ
け
だ
。
面
接
に

あ
た
っ
て
は
、
質
問

の
意
図
を
し
っ
か
り
く
み
取
っ
て
、
明

瞭
簡
潔
に
回
答
す
る
こ
と
だ
。

同
調
査
で
は
、
責
任
感
や
職
業
意

識
・
勤
労
観
、
向
上
心
・
探
求
心
な
ど

仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
前
向
き
に
取
り

組
む
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
「
職

業
人
意
識
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
し

た
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

職
業
人
意
識
、
資
格
取
得
、
基
礎
学
力
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
５
つ
の
能
力
を
備

え
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
採
用
の
可
能

性
は
60
％
を
超
え
る
と
し
て
い
る
。

新新卒卒者者にに求求めめらられれるる能能力力

団団
塊塊
世世
代代
のの
引引
退退
もも
間間
近近
とと
なな
りり
、、
企企
業業
のの
仕仕
事事
環環
境境
にに
もも
変変
化化
がが
起起
きき
始始
めめ
てて
いい
るる
。。
最最
近近
のの
仕仕
事事
関関
連連
のの
調調
査査
ＤＤ
ＡＡ
ＴＴ
ＡＡ
かか
らら
、、

「「
就就
職職
環環
境境
」」「「
労労
働働
環環
境境
」」「「
将将
来来
設設
計計
」」
のの
分分
野野
ごご
とと
にに
、、
ここ
れれ
かか
らら
のの
仕仕
事事
環環
境境
をを
わわ
かか
りり
やや
すす
くく
解解
説説
しし
よよ
うう
。。
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今今
後後
３３
年年
間間
にに
若若
年年
者者
採採
用用
をを

増増
やや
すす
企企
業業
はは
全全
体体
のの
3366
％％

デ
ー
タ
は
、
２
０
０
５
年
10
月
の
時

点
で
、
直
近
の
１
年
間
に
大
学
新
卒
者

を
含
む
若
年
正
社
員
（
30
歳
未
満
）
を

採
用
し
た
実
績
が
あ
る
企
業
の
割
合
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
情
報

通
信
業
を
筆
頭
に
、
鉱
業
を
除
く
す
べ

て
の
産
業
で
、
採
用
実
績
の
あ
る
企
業

は
半
数
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

大
学
・
大
学
院
卒
の
採
用
割
合
が
高
い

の
は
、
上
位
か
ら
金
融
・
保
険
業
、
情

報
通
信
業
、
不
動
産
業
、
電
気
・
ガ

ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、
教
育
・
学
習

支
援
業
、
建
設
業
の
６
産
業
。
そ
れ
以

外
の
産
業
で
は
、
新
規
学
卒
者
の
う
ち

の
高
校
卒
や
中
途
採
用
者
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
同
じ
調
査
で
、
今
後
３

年
間
の
採
用
方
針
を
尋
ね
た
項
目
も
あ

る
。
こ
の
中
で
、「
若
年
正
社
員
の
採

用
を
減
ら
す
、
あ
る
い
は
採
用
し
な
い
」

と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
が
20
％
を
超

え
て
い
る
の
は
、
割
合
が
高
い
順
に
鉱

業
、
教
育
・
学
習
支
援
業
、
不
動
産
業
、

建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
・
小
売

業
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
、
金
融
・
保
険

業
。
業
績
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
か

ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ま
で
の
採

用
実
績
で
あ
る
程
度
充
足
で
き
て
い
る

か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
鉱
業
と
教
育
・

学
習
支
援
業
を
除
く
６
産
業
で
は
、

「
採
用
を
増
や
す
」
と
回
答
し
た
企
業

も
３
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
勝
ち
組
と
負
け
組
の
２
極
分
化
が

進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

産産業業別別労労働働需需要要

スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
はは
ささ
らら
にに
前前
倒倒
しし

９９
月月
にに
もも
本本
格格
突突
入入
かか

リ
ク
ル
ー
ト
の
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル
版

「
就
職
白
書
２
０
０
６
」
に
よ
る
と
、

07
年
卒
業
者
の
採
用
で
は
、
約
４
割
の

企
業
が
採
用
計
画
を
下
回
っ
た
と
い

う
。
そ
の
一
方
で
、
今
年
度
は
採
用
数

を
増
や
す
と
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る

た
め
、
競
合
対
策
か
ら
新
卒
採
用
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
さ
ら
に
早
ま
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。

「
日
経
ナ
ビ
・
就
活
モ
ニ
タ
ー
調
査
」

に
よ
る
と
、
05
年
か
ら
06
年
に
か
け
て

の
、
07
年
３
月
卒
業
者
を
対
象
と
し
た

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
10
月
上
旬

ま
で
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
開
始
し
た
企
業

は
40
・
２
％
だ
っ
た
が
、
同
じ
く
08
年

３
月
卒
業
者
対
象
で
は
48
・
６
％
に
上

っ
た
。

就
職
白
書
で
は
、約
４
割
の
企
業
が
、

09
年
卒
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
早
ま

る
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も

考
え
合
わ
せ
る
と
、
今
年
は
、
９
月
下

旬
ま
で
に
エ
ン
ト
リ
ー
を
開
始
す
る
企

業
が
15
％
か
ら
20
％
に
ま
で
達
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
夏
休
み
の

間
に
ど
れ
だ
け
準
備
を
進
め
ら
れ
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

採採用用動動向向
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男男
性性
３３
割割
、、女女
性性
４４
割割
がが
非非
正正
規規
社社
員員

多多
様様
化化
すす
るる
雇雇
用用
形形
態態

総
務
省
統
計
局
の
「
労
働
力
調
査
」

に
よ
る
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
嘱

託
な
ど
の
正
社
員
以
外
の
雇
用
形
態
で

働
く
人
の
数
は
年
々
増
加
し
、
２
０
０

５
年
調
査
で
は
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
働

く
人
の
32
・
３
％
が
非
正
規
社
員
と
な

っ
た
。
役
員
を
除
い
て
、
３
人
に
１
人

は
正
社
員
で
は
な
い
立
場
で
働
い
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
景
気
が

上
向
き
始
め
た
２

０
０
０
年
以
降

は
、
非
正
規
社
員

の
割
合
の
上
昇
幅

は
鈍
化
し
て
お

り
、
03
年
以
降
は

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
大
量

退
職
を
控
え
た
団

塊
世
代
の
穴
埋
め

労
働
力
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
若

年
層
に
お
い
て
、

少
子
化
（
06
年
の

20
〜
24
歳
人
口
は
ピ
ー
ク
の
94
年
比
で

26
％
も
少
な
い
）
が
現
実
の
も
の
と
な

り
、
若
年
層
の
労
働
力
が
ひ
っ
迫
し
て

き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

と
な
る
と
、
も
し
新
卒
で
の
就
活
で

思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
リ
ベ
ン
ジ
す
る
チ
ャ
ン
ス
は

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も

で
き
る
。
決
し
て
、
就
職
浪
人
や
転
職

を
勧
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
精
神
的

に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
活
動
す
る
こ
と

が
、
逆
に
い
い
結
果
を
招
く
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。

雇雇用用形形態態

ココ
スス
トト
削削
減減
のの
方方
針針
のの
もも
とと

3355
歳歳
前前
後後
のの
世世
代代
にに
しし
わわ
寄寄
せせ

労
働
基
準
法
で
は
、
原
則
と
し
て
１

日
の
労
働
時
間
は
８
時
間
、
１
週
間
の

労
働
時
間
は
40
時
間
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
週
休
２
日
制
で
週
に
５
日
働
く
と

し
て
、
１
日
の
労
働
時

間
が
８
時
間
以
内
で
あ

れ
ば
、
こ
の
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
多
く
の
企
業
で
は

１
日
の
所
定
労
働
時
間

を
７
時
間
程
度
と
し
て

い
る
た
め
、
週
の
労
働

時
間
は
基
準
を
下
回
る

週
35
時
間
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一

方
で
は
週
に
60
時
間
を

超
え
る
人
も
少
な
く
な

い
。
と
く
に
、
25
歳
か

ら
44
歳
ま
で
の
世
代
で

は
、
週
に
60
時
間
を
超

え
て
働
く
人
の
割
合
が

20
％
を
超
え
て
い
る
。

し
か
も
、
労
働
基
準
法

に
よ
る
法
定
労
働
時
間

が
87
年
以
降
、
段
階
的

に
短
縮
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
を
追
う
ご
と
に
そ
の
割
合
は
増

え
て
い
る
の
だ
。

中
で
も
、
中
堅
ど
こ
ろ
の
30
歳
か
ら

40
歳
代
前
半
の
層
へ
の
し
わ
寄
せ
が
大

き
く
、
長
時
間
労
働
を
起
因
と
す
る
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
も
こ
の
年
代
で
多

く
な
っ
て
い
る
。

残残業業時時間間
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出出
勤勤
退退
社社
時時
間間
をを
選選
べべ
るる
制制
度度
やや

繁繁
閑閑
にに
合合
わわ
せせ
たた
勤勤
務務
制制
度度
もも
ああ
るる

国
は
、
労
働
時
間
管
理
の
手
法
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
導
入
を
認
め
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
、
変
形
労
働
時
間
制
な
ど
だ
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
は
、
１
カ
月

以
内
の
一
定
の
期
間
の
総
労
働
時
間
を

定
め
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
労
働

者
が
各
自
で
毎
日
の
始
業
、
終
業
の
時

刻
を
選
択
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
。
出
社
を
早
く
し
た
り
遅
く

す
る
こ
と
で
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を
避
け
ら

れ
る
と
か
、
仕
事
帰
り
に
ひ
と
遊
び
で

き
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、
普

及
率
は
今
ひ
と
つ
で
、
導
入
割
合
は
全

体
で
も
１
割
に
満
た
な
い
の
が
現
状

だ
。変

形
労
働
時
間
制
は
、
業
務
の
繁
閑

が
顕
著
な
場
合
に
、
忙
し
い
時
期
に
は

１
日
の
所
定
労
働
時
間
を
長
く
し
、
そ

う
で
も
な
い
と
き
は
逆
に
短
く
す
る
形

で
、
総
労
働
時
間
の
短
縮
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
だ
。
１
年
、
１
カ
月
、
１
週

間
単
位
で
の
変
形
労
働
時
間
制
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
変
形
労
働
時
間
制

を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
多
く
、
建
設

業
や
製
造
業
な
ど
１
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
度
の
導
入
割
合
は
５
割
を
超

え
て
い
る
。

勤勤務務制制度度

年年
次次
有有
給給
休休
暇暇
のの
消消
化化
率率
はは

全全
体体
平平
均均
でで
半半
分分
程程
度度

労
働
基
準
法
は
、
企
業
に
対
し
て
、

「
雇
い
入
れ
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
カ

月
間
勤
務
し
、
全
労
働
日
の
８
割
以
上

を
出
勤
し
た
労
働
者
に
は
10
日
間
の
年

次
有
給
休
暇
（
年
休
）
を
付
与
」
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
そ
の
後
は

勤
続
２
年
６
カ
月
ま
で
年
に
１
日
、
３

年
６
カ
月
目
以
降
は
年
に
２
日
ず
つ
、

勤
続
６
年
６
カ
月
で
20
日
に
な
る
ま
で

増
え
て
い
く
。

こ
れ
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
法
定

年
休
だ
が
、
会

社
に
よ
っ
て
は

別
途
、
独
自
の

社
内
規
定
に
よ

る
年
休
を
付
与

す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
こ
の
会

社
独
自
の
も
の

は
会
社
年
休
と

呼
ば
れ
て
い

る
。と

は
い
え
、

年
休
は
労
働
が

義
務
づ
け
ら
れ

た
日
に
休
む
こ

と
に
な
る
の
で
、
仕
事
が
忙
し
か
っ
た

り
、
他
の
社
員
が
働
い
て
い
る
と
き
に

休
む
の
を
た
め
ら
わ
せ
る
よ
う
な
職
場

環
境
が
あ
る
な
ど
の
事
情
で
、
な
か
な

か
消
化
し
き
れ
な
い
の
が
現
実
。
比
較

的
取
得
率
の
高
い
大
企
業
で
も
、
や
っ

と
半
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

産
業
別
に
見
る
と
、
公
共
性
の
高
い

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
と
、

中
小
が
多
い
飲
食
店
・
宿
泊
業
と
で
は

３
倍
近
い
差
が
生
じ
て
い
る
。
職
場
次

第
と
は
い
え
、
取
得
率
の
低
い
業
界
を

希
望
す
る
人
は
、
あ
る
程
度
の
妥
協
が

必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

有有給給休休暇暇
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大大
卒卒
男男
子子
のの
生生
涯涯
賃賃
金金
はは

平平
均均
でで
２２
億億
９９
００
００
００
万万
円円

生
涯
賃
金
と
は
、
大
学
や
高
校
を
卒

業
し
て
す
ぐ
就
職
し
た
会
社
に
定
年
退

職
（
主
流
は
60
歳
）
す
る
日
ま
で
ず
っ

と
勤
務
し
た
場
合
、
毎
月
の
給
与
や
定

期
の
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
を
積
み
上
げ
た
と

し
て
い
く
ら
に
な
る

の
か
を
計
算
し
た
も

の
だ
。

厚
生
労
働
省
が

毎
年
行
っ
て
い
る

「
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
」
を
基
に
計

算
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
産
業
計
、
企

業
規
模
計
の
一
般
労

働
者
の
生
涯
賃
金

は
、
大
卒
男
子
で
２

億
９
０
０
０
万
円
、

女
子
で
２
億
６
０
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

高
専
・
短
大
卒
男

子
、
高
卒
男
子
は
大

卒
女
子
と
ほ
ぼ
同

じ
。
高
専
・
短
大
卒

女
子
は
２
億
２
０
０

０
万
円
、
高
卒
女
子

は
１
億
９
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。ち

な
み
に
、
生
涯
ア
ル
バ
イ
ト
を
続

け
た
場
合
の
フ
リ
ー
タ
ー
の
生
涯
賃
金

は
、
５
２
０
０
万
円
ほ
ど
だ
と
い
う
。

就
活
に
身
を
入
れ
て
、
な
ん
と
し
て
も

正
社
員
を
目
指
す
の
が
得
策
と
い
え
そ

う
だ
。

生生涯涯賃賃金金

自自
分分
でで
運運
用用
しし
てて
受受
給給
額額
をを
増増
やや
すす

確確
定定
拠拠
出出
年年
金金
のの
導導
入入
進進
むむ

近
年
は
、
退
職
金
を
い
く
ら
も
ら
え

る
こ
と
に
な
る
の
か
は
自
分
の
才
覚
次

第
と
も
い
え
る
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
年
金

制
度
（
確
定
拠
出
年
金
と
呼
ば
れ
る
）

を
導
入
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。
本

来
な
ら
退
職
時
に
支
給
さ
れ
る
一
時
金

分
に
つ
い
て
も
、
従
来
通
り
退
職
時
に

も
ら
う
か
、
月
々
の
賃
金
に
上
乗
せ
す

る
か
を
、
入
社
時
に
選
択
さ
せ
る
企
業

も
出
て
い
る
ほ
ど
だ
。

確
定
拠
出
年
金
と

は
、
毎
月
一
定
額
を

掛
け
金
と
し
て
拠
出

し
、
運
用
し
て
い
く

形
を
取
る
。
掛
け
金

分
は
給
与
と
は
別
に

会
社
か
ら
支
給
さ
れ

る
が
、
自
由
に
使
え

る
わ
け
で
は
な
く
、

自
分
が
指
定
し
た
金

融
機
関
な
ど
に
積
み

立
て
て
そ
の
運
用
に

つ
い
て
も
自
分
が
指

図
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
う
ま
く
運
用

で
き
れ
ば
受
け
取
る

額
も
増
え
る
が
、
失
敗
す
る
と
、
グ
ン

と
目
減
り
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。

も
と
も
と
企
業
年
金
は
、
企
業
が
企

業
の
責
任
で
資
金
を
積
み
立
て
、
運
用

し
て
き
た
。
低
金
利
が
続
く
現
状
で
は
、

運
用
益
を
出
す
ど
こ
ろ
か
原
資
の
目
減

り
も
激
し
く
、
支
給
額
に
足
り
な
い
分

を
企
業
の
運
転
資
金
か
ら
お
ぎ
な
う
よ

う
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
企
業
年
金
も

少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
お
金
を
出
す

代
わ
り
に
、
運
用
を
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員

に
丸
投
げ
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

企企業業年年金金、、退退職職金金
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3344
歳歳
以以
下下
のの
転転
職職
予予
備備
軍軍
はは

約約
５５
６６
００
万万
人人
もも
いい
るる

大
卒
者
の
３
年
目
離
職
率
は
、
新
卒

当
時
の
求
人
状
況
に
左
右
さ
れ
る
。
新

卒
当
時
に
景
気
が
悪
い
状
況
だ
と
、
中

に
は
不
本
意
な
就
職
を
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
人
も
い
て
、
や
り
た
か
っ
た
仕

事
へ
の
リ
ベ
ン
ジ
を
目
指

し
て
早
期
退
職
す
る
人
が

増
え
る
。
逆
に
、
好
景
気

が
続
い
て
い
る
と
き
に
は

あ
る
程
度
満
足
の
い
く
会

社
選
び
、
仕
事
選
び
が
で

き
て
い
る
の
で
、
退
職
者

の
数
は
減
少
す
る
こ
と
に

な
る
。

し
か
し
、
転
職
の
動
機

は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

い
。
慎
重
を
期
し
て
選
択

し
た
は
ず
の
会
社
、
仕
事

で
あ
っ
て
も
、
い
ざ
就
職

し
て
社
会
の
実
情
を
知
っ

た
り
、
い
ろ
ん
な
世
界
を

見
聞
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
新
た
な
事
柄
に
興
味

や
関
心
も
芽
生
え
て
く

る
。
自
分
が
本
当
に
や
り

た
か
っ
た
こ
と
は
い
ま
の

会
社
に
い
て
は
叶
え
ら
れ
な
い
こ
と
に

気
づ
い
た
り
も
す
る
。
そ
こ
で
、
新
し

い
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
針
路
を
変

更
す
る
形
の
転
職
も
少
な
く
な
い
の

だ
。大

手
で
も
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
中
途

採
用
を
実
施
し
て
い
る
今
日
、
現
状
に

納
得
い
か
な
い
状
況
が
生
じ
た
時
は
、

思
い
切
っ
て
転
職
す
る
の
も
手
だ
。

適適職職探探ししへへのの再再挑挑戦戦

育育
児児
とと
仕仕
事事
のの
両両
立立
のの
たた
めめ

労労
働働
時時
間間
へへ
のの
配配
慮慮
がが
進進
むむ

育
児
と
仕
事
の
両
立
で
、
本
当
に
大

変
な
の
は
仕
事
に
復
帰
し
て
か
ら
だ
。

そ
の
た
め
、
05
年
の
法
改
正
で
「
勤
務

時
間
の
短
縮
」「
子
の
看
護
休
暇
制
度
」

「
時
間
外
労
働
の
制
限
に
関
す
る
制
度
」

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

「
時
間
外
労
働
の
制
限
に
関
す
る
制

度
」
に
関
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
厚

生
労
働
省
の
「
平
成
17
年
度
女
性
雇
用

管
理
基
本
調
査
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
に
時
間
外
労
働
を

行
っ
た
労
働
者
が
い
る
事
業
所
は
66
・

９
％
（
平
成
14
年
度
80
・
０
％
）
で
、

そ
の
う
ち
育
児
を
行
う
労
働
者
の
た
め

の
時
間
外
労
働
の
制
限
の
規
定
が
あ
る

事
業
所
は
39
・
７
％
（
同
31
・
６
％
）

と
、
前
回
調
査
よ
り
８
・
１
％
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
い
る
。

規
定
の
あ
る
事
業
所
の
割
合
を
事
業

所
規
模
別
で
み
て
も
、
す
べ
て
の
規
模

で
、
規
定
の
あ
る
事
業
所
の
割
合
が
上

昇
し
て
お
り
、
企
業
に
よ
る
育
児
へ
の

配
慮
は
徐
々
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

企
業
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
は
、

出
生
率
の
増
加
に
も
直
結
す
る
課
題
で

あ
り
、
早
急
な
制
度
の
導
入
と
実
施
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
ご
と
に
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
る
は
ず

で
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
の
動
向
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。

育育児児へへのの配配慮慮


